
【令和 4 年度四会合同研修会報告書】 

 
 

日時：令和４年８月５日（金） 11：00～16：40、17：30～19：30 懇親会 

場所：桜田門の門前→日本水準原点＆電子基準点→参議院会館会議室内で昼食 

→国会見学→研修会（参議院会館） 

担当：千葉青調会代表宇津木及び役員一同 

参加者：５４名 

 

《実施内容》 

久々に行うことになった四会合同研修会は、昨今の法改正の波を受け、それに端

を発している所有者不明土地問題について豊田俊郎先生から直接教わることを主軸

に行いました。待ち合わせ場所の桜田門から写真を撮り始め、大人の遠足と評した会

員もいらっしゃいました。 

 

出発前 

几号水準点（桜田門） 

移動開始！ 
  



第 １ 部 

午前中は日本水準原点と電子基準点の見学です。国土地理院の藤原智測地部長

に講師をしていただきました。 

日本水準原点。土地家屋調査士だからか、皆さんのテンションが相当高かったです。 

写真の水晶に原点になるラインが入っています。 



  

電子基準点（東京千代田）。木が多いため少し背が高い特別仕様です。右下の画像

のソーラパネルがありますが、停電でも稼働するためだそうです。 

内部も紹介されました。外側と内側で接触していない構造になっており、炎天下でも

対応できるように設計されております。 

 



 

日本水準原点から結びつける同一敷地内（目の前）にある一等水準点乙 

 

 

 

昼食と研修の会場となる参議院会館へ到着！ 
  



第 2 部 

午後からは国会見学です。豊田先生の秘書に先導されて国会に向かいました。 

午前中まで国会開催されておりましたので、ギリギリ予定通り行うことが出来ました。 

 

室内や廊下には記者や官僚、警備員が歩いていました。 

 

 



 

 

大体１時間ちょっとで内部の拝観は終わりで 

四会全員で、議事堂前で記念撮影！ 

 

集合写真は、別途ファイルをお送りします。 
  



第 3 部 

豊田俊郎先生から所有者不明土地問題を教わる研修の本丸です。 

司 会 副代表 小迫裕司 

挨 拶 代表 宇津木崇明 

講 演 参議院議員 豊田俊郎先生 

     国土交通省 不動産・建設経済局土地政策課 土地調整官 高橋 宏幸 様 

     法 務 省 大臣官房参事官  大谷 太 様 

     国土地理院 測地部長  藤原 智 様 

参加者 法 務 省 民事二課長 藤田 正人 様 

     法 務 省 民事局地図企画官 田中博幸 様 

 

14：30 から 16：40 の間に白熱した研修が行われました。 

国交省、法務省ともにこの研修のためだけに 30 ページから 50 ページのレジュメを

作ってくださいました。 

左上：豊田俊郎先生の挨拶から事前質問について回答（30 分） 

右上：国土交通省の高橋宏幸様が講師をしてくださいました。空き家対策や補助金な



ど、総合的な範囲についてレジュメが作られていましたが、今回研修時間が短

いため、相当早口での講義になりました。 

左下：法務省の大谷太様が講師をしてくださいました。豊田先生が初当選してすぐに

所有者不明土地問題の勉強会を立ち上げてから、ずっと連携している担当官

です。時系列に沿ってわかりやすく説明してくださり、なぜ相続義務化からなの

か、今後の見通しなど熱く語っていただきました。 

右下：豊田先生が質疑応答の時間を作っていただいたので、最初を我が千葉会の高

橋一修先生が先陣を切って質問をしました。戸籍の附票の役所の対応などに

ついての質問に法務省から回答をいただき、それを受けて現実を踏まえた意

見を伝えていました。 

 

東京会の飯田裕先生や神奈川会の中田隆之先生からさらに質問や意見があがり、

飯田先生の境界確認情報に関しては、田中地図企画官から回答をいただいておりま

した。 

中田先生の要望意見は、情報公開制度を利用して調査をせざるを得なかった事例を

あげ、末端の運用がスムーズになるように意見をのべ、大谷参事官から内容につい

て把握した旨の回答を得ていました。 

 この段階で閉会 16：30 の予定を 10 分以上超えていたため、止む無く閉会となり

ましたが、熱気のある会議になり、会場を出た後もしばらく場が盛り上がっていまし

た！ 

 

 
  



懇 親 会 

 

 





 
山田さんが司会をし、豊田俊郎先生の挨拶から、乾杯の音頭を東京青調会代表の

柴田さんにお願いしました。 
講師をしてくださった大谷参事官や高橋調整官が出席してくださったので、研修で

疑問に残ったところや意見などをぶつけに並んでいました。 
２時間があっという間に過ぎ、埼玉青調会元代表の笹本さんに締めの挨拶をお願

いし、閉会となりました。 
 
コロナ禍の中の開催となり、6 月末に募集した際には、ほとんどいなかった感染者

が 8 月頭には東京で数万人となり、人数の把握にとても苦労をしました。 
 
しかし、四会に参加して下さった方から、とても楽しかったと言っていただき、また

他会の会員とも久々に交流できたこともあって、本当に開催して良かったと感じまし
た。 

準備を手伝ってくれた役員の皆さん、参加してくれた会員の皆さん、ありがとうござ
いました！ 
  


